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　１．はじめに 

　新潟焼山は新潟県西部にある標高2,400mの活火山である．約3,000年前以降の活動では，特に，明治以降の

活動は噴気の活発化や熱水の流出が発生するなど，時折火山活動の高まりがみられる．このうち，1949年及

び1974年の噴火では，山麓に影響を及ぼす程度の水蒸気噴火が発生した．気象庁55 年長期再解析プロジェク

トで作成されたデータセット（1958 年以降の期間における過去の全球気候解析値；以下，JRA-55）が存在す

る期間，新潟焼山で比較的噴出量の多かった噴火は，1974年7月28日噴火の１事例のみであることか

ら，1974年噴火についてJRA-55を初期値・境界値として気象庁非静力学モデル（以下，JMA-NHM）で作成し

た大気場を用いた降灰シミュレーションから降灰分布を推定した． 

 

　２．解析 

　本稿で解析した降灰シミュレーションの計算手法は以下の通りである（新堀ほか，2014）．まず，多数の

粒子（トレーサー）で構成する噴煙柱モデルを作成する．計算に必要な大気場は，JRA-55のモデル面GPVから

JMA-NHMによりダウンスケールして生成する．そして気象庁領域移流拡散モデル（JMA-RATM）に入力し

て，トレーサーの振る舞い（移流・拡散・降下・沈着）を数値シミュレーションする． 

 

　３．結果 

　仮定噴煙高度毎の降灰シミュレーションと降灰分布の比較からは，噴煙高度5,000m以上を仮定した場合

に，遠方（福島県、新潟焼山から約140km）の降灰が説明できる． 

　この推定を確認するために，降灰分布及び火山灰粒子の水平方向と鉛直方向の移動速度から，遠方の降灰が

どの噴煙高度から落下したかについて考察した．その結果，噴煙高度の最大は海抜8～9km(火口上6～7km)で

あり，数値シミュレーションと整合することを確認した． 

 

　４．まとめ 

　新潟焼山1974年噴火について，JRA-55及びJMA-NHMから作成した大気場とJMA-RATMを用いた降灰シ

ミュレーションは，実際の降灰分布と概ね一致した．さらに，当時の噴煙及び降灰の状況を再現することがで

きた． 

　本稿の手法は，噴煙の状況が不明な場合でも，降灰分布から噴火の規模の判定がある程度可能なことか

ら，本稿による降灰シミュレーション結果を，新潟焼山の噴火警戒レベルの判定基準や噴火シナリオの改善に

つなげたい．また，自治体が進める降灰対策にも有効な資料となる．さらに，1962年の噴火など，噴火活動

の詳細が不明である事例について，降灰分布等を算出することで，より精度の高い火山活動評価につなげた

い．
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